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科学研究科地球環境科学専攻） 
 
修士論文 

Ueno, Koki (2014) : Determination of Contribution of Snowmelt Water to River Runoff Using Stable Isotope 
and Geochemical Tracers in Hokuriku Area, Japan. 129p.（筑波大学大学院生命環境科学研究科地球科

学専攻）  
秋本泰良（2014）：北東アジア半乾燥・季節凍土地帯における地表面熱・水収支と地温シミュレーション，155p，

（筑波大学大学院生命環境科学研究科環境科学専攻） 
 
 

記録 

 

シンポジウム・セミナー等の開催 

2013. 7.31 アイソトープ環境動態研究センター設立記念シンポジウム（大学会館） 
 
着任・昇任 

2013. 4. 1 脇田茂非常勤研究員着任 
2013. 5.31 鈴木智恵子非常勤研究員退職（JAMSTEC へ） 
2013. 9.30 脇田茂非常勤研究員退職（国立天文台へ） 
2013. 9.30 脇山義史非常勤研究員退職（筑波大学アイソトープ環境動態研究センターへ） 

 
その他 

2013. 4. 1 事務室整備 
2013. 7.23  圃場整備（草刈） 
2013.12.10 自転車置き場整備 
2013.12. 2 圃場整備 2 回目（草刈） 
2014. 2. 3  会議室・ゼミ室・204 室整備 
2014. 3.25 地球表層ダイナミクス実験棟整備 


